
い
の
く
ち
じ
ょ
う

富
中

井
口
城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
南
砺
市
池
尻

・
久
保

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
九
年

（平
１
）
九
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
井
口
村
教
育
委
員
会

・
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
上
野
　
章

・
押
川
恵
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
奈
良
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

井
口
城
は
小
矢
部
川
の
支
流
で
あ
る
赤
祖
父
川
の
左
岸
、
標
高

一
〇
八
―

一

一
〇
ｍ
の
水
田
中
に
位
置
す
る
。
『宝
暦
十
四
年
砺
波
郡
書
上
申
帳
』
に
は
、

そ
の
規
模
が
東
西
約
五
〇
間
、

南
北
約
三
〇
間
の
土
居
と
幅
三

―
四
間
の
堀
跡
と
記
さ
れ
、
当

時
既
に
田
畠
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
調
査
は
、
城
跡
を
東

西
に
通
る
道
路
の
拡
幅
工
事
に

伴

い
長
さ

一
五
〇
ｍ
幅
約

一

〇
ｍ
を
発
掘
し
、
掘
立
柱
建
物

一
、
堀
五
、
溝
五
、
井
戸
三
、

井
戸
状
の
素
掘
り
穴
二
二
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
城
の
東
側
で
は
方
形
単
郭
の

主
郭
に
出
九
が
付
き
、
こ
の
出
丸
を
め
ぐ
る
堀

（溝
）
を
検
出
し
た
。
底
面
出

土
の
遺
物
か
ら
、　
一
五
世
紀
後
半
に
掘
ら
れ
た
堀
と
み
ら
れ
る
。

主
郭
中
程
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
は
上
端
幅
約
九

ｍ
下
端
幅
約
六
ｍ
深
さ
二

・
四
ｍ

の
大
溝
で
、
底
面
近
く
か
ら
卒
塔
婆

一
点
が
出
土
し
た
。
他
に
溝
内
か
ら

一
五

世
紀
後
半
の
土
師
質
小
皿

。
珠
洲
焼
や
、
編
物
錘
な
ど
の
木
製
品
が
出
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
〇
五
を
埋
め
た
後
に
掘
り
込
ま
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
は
、　
一
・
四
ｍ
×

一
・
二
ｍ
深
さ
○

。
人
ｍ
の
方
形
で
、
四
隅
に
柱
を
立
て
て
維
板
を
間
に
め
ぐ

ら
し
横
桟
で
留
め
た
形
態
で
あ
る
。
井
戸
内
に
は
人
頭
大
の
石
を
入
れ
込
ん
で

い
る
。
底
面
か
ら
は
木
簡
二
点
と
、
赤
漆
の
付
い
た
箆

・
箸
状
木
製
品
や
小
型

の
曲
物
、
土
師
質
小
皿
、
梅

。
桃
の
種
子
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
土
器
か
ら

一
五

世
紀
後
半
の
所
産
と
み
な
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
〇
五

ω
　
　
「＜（望
孫
昨ヽ
苛
融
〕∬′ヾ酌
Ч詩
ぜ
〔
一下
」

Ｓ
Ｅ
〇

一

②
　
工↓
静
ｆ夕靖
移
酢
‐―
□
」

０

　

「（Ｊ
幹
移
酢
日
Ｈ
日
Ｈ
日
Ｈ
□
」

μ
∞
∞
×

］
ド
×

ｏ
『
　

ｏ
ω
Ｐ

］
ω
］
×

］
ｏ
×

ｏ
ヽ

　

ｏ
ｏ
〕

〕
Ｐ
］
×

〕
Φ
×

Ｏ
Φ

　

Ｏ
ｏ
〕
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2003年出上の木簡

①
は
上
端
部
を
圭
頭
状
に
し
、
左
右
両
側
に
切
り
込
み
を
二
段
入
れ
、
下
端

部
を
削
り
尖
ら
せ
て
い
る
。
①
の
オ
ン
は
帰
命
、
ボ
ダ
は
仏
、
マ
イ
タ
リ

「
シ

ャ
」
と
す
れ
ば
摩
多
羅
神
と
な
り
中
世
天
台
系
で
信
仰
さ
れ
た
神
と
さ
れ
る
。

ま
た
バ
ザ
ラ
は
金
剛
で
あ
り
、
そ
れ
が
ラ
ジ
ャ
と
な
れ
ば

「王
」
の
意
味
で
金

剛
神
を
表
し
て
い
る
。

②
は
ω
と
同
じ
く
オ
ン
ボ
タ
マ
イ
タ
で
始
ま
り
、
０
も
始
ま
り
が
オ
ン
バ
で

あ
り
、
中
程
か
ら
下
部
の
梵
字
が
不
明
で
あ
る
が
、
最
後
の
句
点
で
終
わ
る
。

内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
い
と
類
似
し
た
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

溝
や
井
戸
を
埋
め
る
に
際
し
、
卒
塔
婆
や
木
簡
に
決
ま
っ
た
内
容
の
梵
字
を
記

し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
参
考
と
し
て
類
似
し
た
梵
字
が
多
く
書
か
れ
た
も
の
に
、
宝
書
薩
真

言
が
あ
り
、
「ｕ
沖
や
弔
ω
〕
ｐ
解
鯉
与
等
ゥ
事
」
の
傍
線
部
が
類
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
梵
字
の
釈
文
や
類
似
例
に
つ
い
て
は
、
真
言
宗
安
居
寺
の
大
谷
龍

費

・
大
谷
龍
祐
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

富
山
県
井
口
村
教
育
委
員
会

『井
口
城
跡
発
掘
調
査
概
要
』
全

九
九
〇
年
）

（上
野
　
章
）
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